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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· メール作成上の注意

メールを作成し、送信する際に以下の点に注意して下さい。最近、退院等のメールで送信エラーのメールが多いようです。宛先に院長が入っている場合、院長のメールアドレスを確認して下さい。最後「jp」で終わるべき所が「ｊ」で終わっています。「jp」で終わるようにして送信して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 皮膚科、精神科定期処方一元化実施について
これまで精神科と皮膚科の定期処方箋が別に存在していた為に、中止されていない皮膚科処方が精神科処方と同時に中止される等、様々な事故が起きておりました。このような事故を回避するため、また紙のコスト削減のために、精神科と皮膚科の定期処方箋を一元化（一枚に）する案を提出し、決裁が下りました。

来週の28日（水）開始分の定期処方から、一元化となりますので、カンファレンス内での周知を宜しくお願いします。病棟へ手順書を配布しています。

・　要点は下記の通り

皮膚科処方「継続」は連絡は不要です。皮膚科処方「追加」は、臨時処方で追加します（以降定期か？飲みきり中止か？の確認をもらって下さい。）

一番のポイントは、皮膚科処方を「中止」する際だと思います。中止の指示は、切り良く次週の水曜日から中止という指示をもらい、指示受け者が責任を持ってその指示を処方箋に反映させます。処方

箋は医師のデスク又は薬局にありますので、それを探し皮膚科医師の指示を朱書し、精神科主治医から訂正（確認）印をもらいます。服用途中で皮膚科薬を中止すると、通常のように中止箋処理が必要

です。この際は、皮膚科の先生から中止された薬以外の継続処方を作成していただく必要があります。もちろん、Ｎｓ.の代筆でも構いませんが、最後に精神科主治医から確認印をもらって下さい。

また、精神科主治医が皮膚科薬を中止するケースもあると思います。その際には、その連絡を皮膚科医師へ伝えることを忘れないで下さい。不明な点は、薬局黒沢まで宜しくお願いします。

・ネームカード購入希望について
ネームカードを発注いたしますので、磁気不良などで破損した方は、以下のファイルに職員番号・氏名・ふりがな・職種・購入理由を入力してください。期限は12/30（金）までといたします。期日以降に入力された方は、次回の発注になります。

(購入希望一覧ファイル場所)

Wiz→みんなの共有→庶務室→ネームカード発注希望→ネームカード発注希望者一覧

・　歯科受診日について
左側診察台の吸引が弱くなっている為、業者に修理を依頼しています。次週の歯科診察は、12月28日（水）13時実施となります。

＜連絡事項＞

・　高森　清八様～便秘時シンラック10～20滴内服の予測指示を12/22～1/6まで頂いてます。

シンラック液1本処方となっています。

・　田中　ミサオ様～便秘時ラキソベロン10滴～内服の予測指示を12/22～1/6まで頂いてます。

· 川井　ツセ様～外泊から帰院後、主治医・家族・ＳＷにて面談行っています。ケアマネ参加予定で

したが、欠席されています。御家族様から外泊中の様子について話を聞いています。

自宅では風呂・トイレともに問題なく使用していたとの事で、その他にも自ら茶碗

洗いを行っていたようです。また、薬も問題なく服用出来ていたようです。たまに

忘れる事もあったが、旦那様や娘の促しにて服薬出来ていたとの事です。　　　　

また、外泊中にデイの体験利用を行っています。施設内に同級生が数人いたようで、

本人も安心したと話されているようです。しかし、本人より帰宅要求あり途中で自

宅へと帰られています。施設のスタッフも、半日を過ごす事が出来たのだからすぐ

に慣れることが出来るでしょうと話されていたようです。

次回の外泊訓練は、12/30～1/2と一月半ばに予定しています。また、1月末を退院

として決定し、御家族様も同意されています。今回の外泊で本人の確認行為につい

て御家族様は、不安に思われているようです。退院に向け御家族様の不安を軽減し

ていく事が大切です。情報提供や患者様のケアを行って行きましょう。





































